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電気設備学会賞
優れた業績に深い敬意

一般社団法人電気設備学会　会長　高岡　成典

（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　６月４日　（金曜日）
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〈優秀施設賞〉
■東京医科大学病院　新大学病院棟の電気設備大林組
（設計・施工〈総合〉）、きんでん（施工〈電気設備〉）、
関電工（同〈同〉）

　ガスコージェネと非常用発電機、ＵＰＳ等を組み合わ
せた、ＢＣＰ対応電源システムや放射線機器等の短時間
の運転状況をＢＥＭＳに取り込んだシステムを構築。全
館ＬＥＤ採用で、人にやさしい照明を実現している。

〈優秀施設賞〉
■大宮区役所新庁舎の電気設備大成建設（計画・設計
・施工〈総合〉）、久米設計（計画・設計・監理）、関
電工（施工〈電気〉）

　高効率な熱源・空調システム、自然通風、自然採光、
雨水利用、太陽光発電、全館ＬＥＤ照明、照明制御など
の省エネ技
術を積極的
に採用。約
％のエネ
ルギー削減
を達成し、
ＣＡＳＢＥ
Ｅ　Ｓラン
クの認証も
取得してい
る。

〈優秀施設賞〉
■オプテージビルの電
気設備竹中工務店
（設計・施工）、きん
でん（施工〈電気〉）、
住友電設（同〈同〉）、
ジョンソンコントロー
ルズ（同〈ＢＡ〉）

　自然光の活用と明る
さ感を高める照明・セ
ンシング、フレキシビ
リティと省人化施工の
両立、高い防犯性能と
拡張性を有するセキュ
リティ計画を行い、全
電化テナントオフィス
ビルでのZEB Ready
を実現した。

　〈優秀開発賞〉
■名古屋東急ホテルのリニューアル電気工事による技術
開発日本電設工業（計画・施工）、川北電気工業（施
工〈電気〉）

　施設事務機能保持のため仮設高圧受電設備を用いてコ
スト、設備容量裕度、信頼性を確保。施工前に作業工程
・方法のシ
ミュレーシ
ョンを実施
して綿密な
工程計画立
案し、短期
間リニュー
アル工事が
実現してい
る。

　〈最優秀開発賞〉
■建物付帯型のＣＯフリー水素エネルギー利用システ
ムの開発清水建設（設計・ＢＥＭＳ開発）、産業技術
総合研究所（合金開発）

　水素を統合的に管理する装置ならびにＢＥＭＳを一体
化した技術を開発した。電気・熱・水素の統合的なエネ
ルギー管理
が可能とな
り、短期・
少量の電力
貯蔵には蓄
電池を、長
期・大量の
電力貯蔵は
水素への変
換が可能に
なった。

撮影小川重雄

〈振興賞〉
■～ＺＥＢをもっと身近に～テイ・エス　テック新本社
ビルの電気設備竹中工務店（設計・監理・総合施工）、
ダイダン（施工〈電気〉）

　空調負荷の最小化
による動力容量削
減、変圧器容量の低
減と高効率運転、画
像センサによる在不
在制御、ワイヤレス
照明制御、太陽光発
電装置の最大化を行
った。一般オフィス
ビルの建築費以下で
基準ビル比％以上
減のNearly ZEBを
実現した。

撮影井上登写真事務所

〈優秀開発賞〉
■ビッグデータと連携したＡＩによる建物設備のリアル
タイム制御システムの開発竹中工務店（設計・エンジ
ニアリング）、朝日機器（自動制御・中央監視）

　ビッグデー
タをもとにＡ
Ｉが自律的な
学習をし、建
物固有の特性
に合わせて継
続的にチュー
ニングを行う
ことにより、
建物の省エネ
ルギー化をリ
アルタイムの
制御で実現し
た。

〈最優秀施設賞〉
■大手町プレイス「ウエストタワー、イーストタワー」
の電気設備日本設計（計画・設計・監理）、ＮＴＴフ
ァシリティーズ（同）、竹中工務店（ウエストタワー施
工〈総合〉）、大林組（イーストタワー実施設計・施工
〈同〉）、きんでん（施工〈電気設備〉）、ＮＴＴコミ
ュニケーションズ（同〈同〉）

　大容量ＣＧＳ
（ガスエンジン）
２台により、受電
電力を一定とする
ピークカット運転
と，隣接建物に熱
供給することで、
地域を含めた高い
エネルギー効率を
実現している。Ｉ
ＣＴ・ＩｏＴを活
用した効率的な運
用や利便性向上を
実施している。 撮影川澄・小林研二写真事務所

　〈論文賞〉
　■論文「太陽光発電・蓄電池導入を目的と
した需要家向けＥＭＳシミュレータの開発～
蓄電池内部温度制約の考慮～」佐々木豊
（広島大学）、造賀芳文（同）、餘利野直人
（同）、間屋口信博（中電工）

　〈論文奨励賞〉
　■論文「大規模ビルマルチ空調設備群の高
速デマンドレスポンス集積による仮想発電所
の可能性」衣笠仁（岐阜大学）、蜷川忠三
（同）
　■論文「ＦＤＴＤ解析に基づく構造体基礎

接地インピーダンス等価回路」山中章文
（同志社大学）、長岡直人（同）、森田祐志
（きんでん）
　〈学術奨励賞〉
　■研究速報「焼酎粕活性炭を用いた電気二
重層キャパシタの充放電特性と電極厚みの関

係」江口卓弥（福岡工業大学）、田島大輔
（同）
　■技術資料「電線太径化（ＥＣＳＯ）普及
のための異径ジョイント工法の提案と検証」
米津大吾（関西大学）、矢野剛（住友精密
工業）、益尾和彦（元日本電線工業会）
　〈資料・総説賞〉
　■特集記事「ＡＩ・ビッグデータを活用し

た電気設備の漏電予測技術」山口順之（東
京理科大学工学部電気工学科）
　〈資料・総説奨励賞〉
　■特集記事「最近の電気設備保守業務から
見えてくる将来動向」酒井重嘉（関電工）
　■特集記事「近未来の人材育成」米盛弘
信（サレジオ工業高等専門学校機械電子工学
科）

〈会長賞〉
■日邦彦氏（東京電機大学）
　気体絶縁材料の絶縁媒体としての特性研究や絶縁破壊電
界・沸点予測の精度向上研究、エポキシ樹脂の電気トリー
の進展と部分放電特性の研究のほか、真空遮断器の直流遮
断性能評価研究などに従事されており、多くの優れた功績
を挙げている。電気設備学会では、電気設備機器の絶縁設
計標準化の調査研究、電気設備のスマート保安の先駆けと
なる保安点検の高度化研究のほか、直流の利活用の調査研
究などの委員会の委員長として多くの成果を挙げている。
〈星野賞〉
■山口健二氏（パナソニックライフソリューションズ）
　電気自動車やリチウムイオン電池など新規製品に関する
電気設備の設置基準の立ち上げに尽力。新しい分野である
直流給電設備では、日本提案の採用に向けＩＥＣへ積極的
に活動を行った。その国際的専門的知見を生かして、新し
い電気設備である電気自動車用の充放電設備や蓄電池シス

テムの規範である電技解釈への反映に注力し、低圧電気設
備の安全に貢献した。
〈学会功労賞〉
■後藤清氏（関電工）
　から年にかけて学会副会長を務められるかたわ
ら、企画運営会議では主査を２年、議長を２年務めるなど、
学会の運営に対して貢献。特に、人材育成や新規事業の創
設に意欲的に取り組み、学生研究発表会の発足や情報シス
テムの整備にも寄与した。学会の経営改革強化委員会で経
営改革活動方針を立案、実施するなど財政基盤の健全化に
貢献した。
■林則行氏（宮崎大学）
　年度から年度まで九州支部長と本部理事を務め、
支部の事業運営、支部活動の活性化、会員数の拡大に尽力。
支部の発展に寄与した。年の福岡水害を受け、自主研
究「電気設備と水害」を幹事会主査として年に報告す
るなど、学会の技術レベルの向上に努めた。
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